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東海発電所の概要
定格電気出⼒ ︓１６万６千キロワット
炉 型 ︓⿊鉛減速・炭酸ガス冷却型
燃料 ︓天然ウラン
減速材 ︓⿊鉛
冷却材 ︓炭酸ガス
燃料再処理 ︓英国BNFL
《発電実績》
累積発電電⼒量 約２９０億キロワット時
平均時間稼働率 ７７．５％
平均設備利⽤率 ６２．９％

１９６６年 ７月２５日 営業運転開始
１９９８年 ３月３１日 営業運転停⽌（約３２年間運転）
１９９８年 ５月２８日 燃料取出開始
２００１年 ６月２１日 燃料搬出完了
２００１年１２月 ４日 廃⽌措置に着手
２００６年 ３月３１日 準備⼯事・附属設備撤去終了
２００６年 ８月１７日 熱交換器撤去等⼯事着手
２０１５年 ７月１６日 低ﾚﾍﾞﾙ放射性廃棄物の

埋設事業許可申請
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東海発電所 廃⽌措置の全体⼯程

現在
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使⽤済燃料冷却池内
機器の撤去及び冷却池
の排⽔・洗浄完了

タービン・発電機
等の機器撤去完了

給⽔ポンプ等 機器の
撤去完了

燃料取替機等機器の撤去完了

廃⽌措置⼯事概況（2001年度〜）

熱交換器等の撤去
（作業中）

（2004年度〜2010年度）

（2001年度〜2003年度）

（2004年度〜2005年度）

（2003年度）

（2004年度）

（2006年度〜 ）

作業完了

作業中

計画中

燃料取扱建屋領域機器
の撤去

熱交換器周辺
機器の撤去完了

（2006年度〜2015年度）
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東海発電所 至近の廃止措置工事の工程

工事件名
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

熱交換器（1号
機）の撤去工事

サービス建屋減築
工事
排気筒短尺化
工事
冷却⽔スクリーン
室建屋撤去工事
屋外機器撤去
工事

・熱交換器（1号機）撤去工事 … 作業エリアの区域管理
・サービス建屋減築工事 … 東海第二発電所の安全性向上対策工事の作業エリアを確保するため
・排気筒短尺化工事 … 廃止措置工事の作業安全を向上させるため
・冷却⽔スクリーン室建屋撤去工事 … 東海第二発電所の安全性向上対策工事の作業エリアを確保するため
・屋外機器撤去工事 … 廃止措置工事の作業安全を向上させるため

《2020年度〜2023年度》
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撤去前【2003年3月頃】 撤去後【2004年3月頃】

【発電機撤去】 【低圧タービン撤去】 【建屋内機器撤去】

タービン・発電機等機器の撤去
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Ｎｏ.２︓遠隔⼯法

Ｎｏ.１︓手切り⼯法

４基のうち２基完了

⼯事期間 約 ３２ヶ月（中断除く）
2010年 8月〜2013年 9月(震災後 ６ヶ月中断)

⼯事期間 約 ２１ヶ月
2015年10月〜2017年 6月

原⼦炉領域以外の撤去例－熱交換器撤去
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【⼯事内容】

撤去範囲

[排気筒本体︓撤去前]

・ 実施理由︓塩害等による腐⾷に起因する不具合発⽣防⽌及び排気筒
倒壊時のアクセスルート阻害を防⽌するため。

・ 実施内容︓排気塔全⻑37mのうち、頂部から約29mを撤去する。
撤去後は、排気筒として使⽤を継続する。

・ 安全評価︓排気塔が短くなることによる影響評価を実施して、
2021年3月に認可を取得済。

[排気筒本体︓撤去後]

排気筒短尺化⼯事



8

廃⽌措置の状況（廃⽌措置で発⽣する廃棄物）

放射能レベルの比較的低いもの（Ｌ２廃棄物）
約１３，０００トン（原⼦炉圧⼒容器など）

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

放射性廃棄物でないもの
約１２８，７００トン

放射性廃棄物として扱う必要のないもの
（クリアランス物）約４１，１００トン

放射能レベルの比較的高いもの（Ｌ１廃棄物）
約１，６００トン（制御棒，⿊鉛ブロック）

放射能レベルの極めて低いもの（Ｌ３廃棄物）
約１２，３００トン
（熱交換器など⾦属や建屋のコンクリート）

解体で発⽣した廃棄物の処分の考え方
・放射能のレベル毎に分類して
それぞれのレベルに応じた方法で処分

総量
約２０万トン
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H１７．１２ クリアランス制度 導入
H１８． ９ 対象物に係る放射能濃度の測定方法及び評価方法の認可
H１９． ４ 国の確認証 受領１０７ｔ→現在３９８ｔ
H１９． ６ クリアランス物 初回搬出

村内の鋳造メーカにて再⽣加⼯
H１９．１０ クリアランス物 再⽣加⼯品のJ－PARCへ初回搬出

再利⽤実績は２３１ｔ（H28年6月現在）

当面は、原⼦⼒関連施設や電⼒関連施設等で再利⽤

H１７．１２ クリアランス制度 導入
H１８． ９ 対象物に係る放射能濃度の測定方法及び評価方法の認可
H１９． ４ 国の確認証 受領１０７ｔ→現在３９８ｔ
H１９． ６ クリアランス物 初回搬出

村内の鋳造メーカにて再⽣加⼯
H１９．１０ クリアランス物 再⽣加⼯品のJ－PARCへ初回搬出

再利⽤実績は２３１ｔ（H28年6月現在）

当面は、原⼦⼒関連施設や電⼒関連施設等で再利⽤

クリアランス対象物の処理、再利⽤
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主要な仕様

12分（正味計測時間240秒）測定時間
鉄箱に収納して６面全て測定測定方法

対象物の選定

仕分け、分別等

基準値以下であることの測定・評価

専⽤測定装置による測定

搬出待ちエリアに保管

《確認待ちエリア》
クリアランス測定後、国の確
認を受けるまでの間保管

ゲートモニタ／搬出（再利⽤）

専⽤測定装置
原⼦⼒規制委員会による対象物測定評価方法の認可

確認待ちエリアに保管

原⼦⼒規制委員会による対象物測定･評価結果の確認

《搬出待ちエリア》
国の確認を受けたものを構外
に搬出するまでの間保管

クリアランス測定手順・保管管理
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地元企業活⽤に係る取組み

放射性固体廃棄物処理/運搬業務
油圧減容プレス機点検工事 等

定常業務 大規模工事 解体撤去物の再⽣利⽤

熱交換器等解体撤去工事
1号熱交換器撤去工事 等

クリアランス制度対象物の鋳造
及び加工 等

• 東海・東海第二発電所に常駐している企業の地元発注・地元雇用の状況について確認するとともに、
定期的に訪問し、各社の地元発注状況等の相談を受けているところ。
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背ありベンチ（背なしベンチも製作）

インターロッキングブロック（敷石）

遮へい体（J-PARC向け）

寸法︓１００×５０×２０ｃｍ
重量︓約７００ｋｇ／体

⾞輌突入防⽌⽤ブロック

サポート⽤基礎ブロック

重量︓約４０〜５０ｋｇ／脚

重量︓約１０ｋｇ／個 重量︓約１．６トン／体 重量︓約２００ｋｇ／体

消火系配管の基礎材

クリアランス対象物の再利⽤状況
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 クリアランス制度の対象物（⾦属）を再生加工して製作したベンチや遮蔽体等
を、⾦属の発生起源についてご了解いただいたうえで全国の原⼦⼒関連施設等
において設置・展示いただいております。

●︓再生加工した製品の設置・展示場所

クリアランスベンチ

遮 蔽 体

クリアランス対象物の国内での再利⽤実績

【再⽣加工した製品の設置・展示場所】

●●●

●
●
●
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ご清聴ありがとうございました。


